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内科・眼科の連携を強化し、
地域の患者さんへ

最適な医療を提供

糖尿病患者さんの

合併症(網膜症)に対する
啓蒙活動を推進

ご施設紹介

眼科受診率は向上していますか？

Ryan Scope・Julie Eyeを
導入した経緯をお聞かせてください

“たいや内科クリニック”は、愛知県豊田市にある糖尿

病・甲状腺・内科クリニックです。院長の加藤大也先生

は長年にわたり糖尿病、甲状腺疾患及び生活習慣病

の早期治療に取り組んでいらっしゃいます。日本糖尿

病学会認定の糖尿病専門医（研修指導医）、甲状腺専

門医、総合内科専門医が在籍しており、地域の患者さ

んに寄り添った最適な治療を実施しています。経験

豊富な看護師や管理栄養士、臨床検査技師がチーム

一体となって患者さん一人ひとりにより適切なテー

ラーメイドの医療を届けています。糖尿病教室や健康

セミナーも定期的に開催し、地域の方々の健康啓発

に積極的に取り組んでいらっしゃいます。（クレアボ）

進する取り組みが行われています。しかしながら、仕

事の都合等で眼科受診の予定を組む事が難しい方も

多くいらっしゃいます。そのため、内科で眼底検査を

行えて、患者様の眼底スクリーニングを実施すると共

に、網膜症に対する啓蒙活動に寄与できたらと考え

導入を決めました。実際、口頭で眼科受診を薦めるよ

りも、眼底写真を用いて「このような症状がみられる

ので眼科で検査を受けた方がいいですよ」と説明が

行えるようになり、合併症に対する意識づけにつな

がっています。これまでの検査から、眼科受診を推奨

し、糖尿病網膜症の診断がついた患者様が複数い

らっしゃいます。眼科の定期受診が習慣化された事

はとても良かったと思います。（加藤先生）

お話を伺った 院長 加藤大也先生(後列左から2番目)と、
糖尿病看護認定看護師鈴木泰子さん(前列の一番左)

当院がある豊田市では、医師会が作成した眼科マッ

プが提供され、糖尿病患者様に対し、眼科受診を推

眼科受診されていない方を中心に検査を行い、検査件

数は増えています。地域で内科と眼科が連携し、眼科受

診がルーティーン化される仕組みは重要ですし、それぞ

れの診療科が縦割りになるのではなく、足並みを揃えて

取り組むことが大事だと感じています。（加藤先生）
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診療フローへの導入において
工夫されていることを教えてください
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当院では、看護師・臨床検査技師が撮影を担当して

います。導入当初は操作に慣れず、上手く撮影でき

ない時期もありましたが、繰り返し撮影している中

で要領を掴み、今では問題なく検査できています。

撮影した眼底写真は患者さんにも見てもらいながら

説明していますので、私たちも頑張ってきれいな写

真を撮りたいと思っています。

撮影環境は、暗室の方が撮影しやすいので、検査前

に暗闇に慣れていただく工夫もしています。これま

でに同じ検査を実施したことがあるか、過去の経験

を聞いて、初めての方には、「フラッシュの強い光が

目に当たりますよ」など、あらかじめ情報を説明して

検査に臨んでいます。暗室の中でのフラッシュは余

計に強い光と感じやすく、驚かれる患者様もいらっ

しゃいますので、撮影される直前の声掛け含め、事

前のコミュニケーションを大事にしています。

Ryan ScopeとJulie Eye、またクレアボ社の取り

組みが、眼科の先生方にもっと知って頂けたら内

科・眼科の連携がよりいっそう深まると思います。

とある眼科の先生にAIによる解析機能を紹介した

際、聞き流されてしまった事がありました。お互いに

共通理解があれば、紹介状と併せて画像データから

症状を把握していたただく事ができ、患者様に対し

てより適切な医療を提供することができると思いま

す。私たちのような取り組みによって、患者様が眼

科受診の大切さを再確認され、眼科受診率の向上に

繋がっていることが大切だと思います。（加藤先生）

（インタビュー：25年5月）
眼底撮影をしている日本糖尿病療養指導士看護師の加藤里美さん

また、私たちからは、必ず“何のためにこの検査を実

施しているか”を患者さんに説明し、コミュニケー

ションを取っています。糖尿病の3大合併症につい

て改めてお話することによって、普段からの血糖コ

ントロールの重要性や、スクリーニング検査の重要性

を認識して頂いています。視覚的にわかりやすいよ

うにチラシも作成しました。Ryan Scopeを導入す

る前は、「目」に関して話をする機会が少なかった事

に気づきました。今回の導入をきっかけに、患者さ

んとしっかりお話しできる体制につながったと思い

ます。 （鈴木看護師）

糖尿病の合併症について患者様に説明するチラシ
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